
三
昧
耶
戒
儀

を
め
ぐ

っ
て

苫

米

地

誠

一

(
1
)

別
稿
に
述
べ
た
如
く
空
海
撰
述
と
さ
れ
る
秘
密
三
昧
耶
仏
戒
儀
は
円

仁
の
潅
頂

三
昧
耶
戒
と
の
関
係
か
ら
真
撰
と
は
認
め
難
い
が
、
そ
れ
で

は
日
本
の
真
言
密
教
に
於
け
る
三
昧
耶
戒
の
授
戒
礒
式
は
ど
の
様
で
あ

っ
た
の
か
、
こ
れ
迄
少
し
許
り
調
査
し
た
所
を
報
告
し
た
い
。

日
本
に
於
て
は
空
海
以
後
数
多
く

の
三
昧
耶
戒
礒
式
文
が
作
ら
れ
て

来
た
が
、
そ
れ
ら
は
大
別
す
る
と
1
野
択
通
用
式
系
II
具
支
式
系
III
天

台
式
系
IV
そ
の
他
の
四
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
又
IV
そ
の
他
の
中
の
V
潅

頂
三
昧
耶
戒

(
三
昧
耶
戒
記
)
円
仁
と
V
I秘
密
三
昧
耶
仏
戒
礒
に
就
て
は

別
稿
に
述

べ
た
。
此
等
の
式
文
は
大
体
A
大
日
経
B
略
出
念
論
経
C
受

(
2
)

菩
提
心
戒
礒
D
無
畏
三
蔵
禅
要

(以
上
空
海
等
請
来
)
E
受
発
菩
提
心
戒

文

(三
+
帖
策
子
第
二
十
帖
、
空
海
請
来
)
F
授
潅
頂
金
剛
最
上

乗

菩

提

心
戒
儀

(
恵
運
・
宗
叡
請
来
)
G
義
操
撰
受
菩
提

心

戒
儀

(撮
避
羅
鋭
に

引
用
)
H
大

日
経
疏

(大
日
経
義
釈
)
そ
の
他
に
基
い
て
作

ら

れ

て

お

り
、
そ
れ
も
A
B
H
等

に
拠

っ
て
外
礒
を
行
い
、
そ
の
外
儀

の
間
に
B

-
G
等
に
基
づ
く
戒
体
を
弟
子
に
読
み
聞
か
せ
る
様

に
な

っ
て
い
る
。

外
儀
に
就
て
は
式
文

に
よ
り
具
略
夫
々
に
異
な
る
が
、
構
成
の
筋
は
大

略

一
致
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
戒
体
部
分

は
グ
ル
ー
プ
毎
に
特
徴

を
持

っ
た
纒
り
を
見
せ
戒
い
る
。

1
野
沢
通
用
式
系
。

こ
の
グ
ル
!
プ
に
は
1
宗
叡
式

(潅
頂
次
第
第
三

親
王
)
(戒
体
無
し
)
2
法
皇
式

(
三
昧
耶
戒
文
法
皇
)
寛
平
法

皇
3
昼
行

式

(伝
法
潅
頂
昼
行
式
)
小
野
六
帖

・
仁
海
4
野
沢
通
用
式

(三
巻
式
)
5

保
寿
院
式

(沢
方
通
用
式
)
永

厳

(西
院
以
外
の
沢
方
諸
流
所
用
)
6
栄
海

式

(勧
修
寺
随
心
院
流
所
用
)
7
応
永
十
九
年
式
定

範

作

・
宥

快

和

会

(中
院
流
所
用
)
8
懐

中

記

(能
禅
式
)
(戒
体
無
し
)
9
掌
中

抄

(亮
禅

式
)
(戒
体
無
し
)
10
亮
恵
式

(掌
中
抄
に
戒
体
を
加
え
た
も
の
)
(已
上
三
本

西
院
流
所
用
)そ
の
他
が
在
り
、
そ
の
戒
体
は
(
1
)
仏
名
(
2
)「夫
菩
提
心
戒

体
者
-
」
=
F
・
G
(
3
)普
礼

一
切
聖
衆

"
C

・
F
(
4
)
運
心
供
養
=
C
・

F
(
5
)
繊
悔
=
C
・
F
(
6
)受
三
帰
依
=
C
・
F
(
7
)受
菩
提
心
戒
=
C
・
F

(8)
阿
閣
梨
啓
白
=
G
(
(
9
)四
摂
=
D
)
(
(
1
0
)

十
重
戒
H
D
)
(
1
1
)

授
戒
掲

磨
(
1
2
)

重
授
密
戒
H
D
(
1
3
)

三
昧
耶
戒
真
言
=
D
(
1
4
)

已
発
生
本
覚
菩
提
心
陀

羅
尼
門
=
D
(
1
5
)

開
発
本
覚
種
智
心
陀
羅
尼
門
=
D
(
1
6
)

得
入

一
切
秘
密
曼

茶
羅
陀
羅
尼
門
=
D
(
1
7
)

所
修
功
徳
と
い
う
も
の
で
、
殆
ど
C
或
は
F
と

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
七
巻
第

一
號

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
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三
昧
耶
戒
儀
を
め
ぐ
っ
て
 (苫
米
地
)

D
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
C
と
F
は
同
じ
く
不
空
訳
と
さ

れ
、
(
3
)
-
(
7
)

の
部
分
は
全
同
で
あ
り
、
然
も
こ
の
部
分
は
空
海
請
来
の

(
3
)

C
の
全
体
で
も
あ
る
。
栄
海
の
撮
避
羅
砂
に
は
(
2
)
を
F
の
文

と

す

る

(
5
)

が
、
東
寺
宝
菩
提
院
聖
教
中
の
F
は
正
に
(
2
)
-
(
7
)

そ
の
も

の

で

あ

っ

た
。
F
は
恵
運

・
宗
叡
の
請
来
で
あ
る
か
ら
、
即
ち
通
用
式
系
式
文
は

(
6
)

恵
運

・
宗
叡
帰
朝
後
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
。
又
1
宗
叡
式
は
戒
体
を

欠
く
が
、

外
儀
が
全
く
3
昼
行
式
と
同

一
で
あ
り
、
奥
書
に

「
三
親
王

潅
頂
時
礒
式
」
「
或
本
奥
記
云
入

唐

和
尚
禅
林
僧
正
記
」
と
あ
り
、
2

法
皇
式
は
前
半
の
外
儀
か
ら
戒
体
部
分
迄
で
終
わ

っ
て
い
る
が
、
奥
書

に

「
法
皇
令
奉
授
法
三
宮
給
次
第
」
と
あ

っ
て
共
に
寛
平
法
皇
が
法
三

宮
真
寂
親
王
に
潅
頂
を
授
け
た
時
の
式
文
と
考
え
ら
れ
、

こ
の
二
本
を

合
わ
せ
る
と
正
に
3
が
完
成
す
る
。
即
ち
3
は
宗
叡
の
作
で
あ
り
、

1

2
は
そ
の

一
部
で
あ

っ
た
事
が
考
え
ら
れ
る
。
但
し
現
在
の
3
は
五
大

(
7
)

願
で
は
な
く
五
誓
願
を
説
く
が
、

こ
れ
は
他
の
通
用
式
系
式
文
に
見
ら

れ
な
い
も

の
で
、
小
野
六
帖
に
収
め
ら
れ
た
折
に
変
え
ら
れ
た
も

の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
対
し
4
野
沢
通
用
式
は
外
儀
部
分
が
多
少
3
と
異

な
り
、
更

に
5
保
寿
院
式
6
栄
海
秘
式

7
応
永
十
九
年
式
9
掌
中
抄
10

亮
恵
式
等

は
夫
々
に
4
を
基
と
し
て
よ
り
詳
細
な
も

の
と

な

っ
て

い

る
。
又
戒
体
の
中
で
4
迄
は
戒
相
を
説
か
な
い
が

(裏
書
に
あ

る
)
、

5
-
10
で
は
(
9
)
四
摂
(
1
0
)

十
重
戒
の
戒
相
を
説
く
様
に
な
る
。
即
ち
こ
の

通
用
式
系
式
文
は
、
初
め
F
を
請
来
し
た
宗
叡
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
寛

平
法
皇
に
用
い
ら
れ
、
手
を
加
え
ら
れ
乍
ら
野
沢
通
用
の
式
と
し
て
広

ま

っ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
又
戒
相
と
し
て
四
摂

・
十
重
戒
を
説

き
、

四
重
禁
戒
を
説
か
な
い
点
も

一
つ
の
特
徴
と
言
え
よ
う
。
又
未
見

で
あ
る
が
密
教
大
辞
典
に
出
る
応
永
五
年
式

(
道
範
作
中
院
流
心
南
院
方

所
用
)
二
巻
式

(興
雅
作
安
流
所
用
)
宝
亀
院
信
俊
式

(中
院
流
智
荘
厳
院

(
8
)

方
所
用
)
等
も
通
用
式
系

で
あ
ろ
う
。
又
覚
鍍

作
と
さ
れ
る
伝
流
式
は

専
水
訣
等
に
よ
る
と
4
そ
の
も
の
で
あ
る
。

II
具
支
式
系
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
に
は

1
益

信

式

(三
昧
耶
戒
文
円
城

寺
)
2
具
支
潅

頂
儀

式

(具
支
式

延
命
院
式
)
元
呆
3
新
撰
式

(勝
覚

式
)
(醍
醐
三
流
所
用
)
4
道
教
式

(地
蔵
院
流
所
用
)
5
頼

鍮

式
6
謝教
舜

式
7
結
縁
式

(結
縁
潅
頂
三
昧
耶
戒
作
法
金
・
胎
)
(野
沢
諸
流
醍
醐
の
本
を

用
う
)
そ
の
他
が
在
り
、
そ

の
戒
体
は
(
1
)
浄
三
業

・
普
礼
真
言

・
金

剛

界
礼
仏
(
2
)
入
仏
三
昧
耶

・
法
界
生

・
転
法
輪
真
言

・
胎
蔵
界
礼
仏
(
3
)
阿

閣
梨
表
白
(
4
)
帰
命
=
D

・
九
方
便
真
言
(
5
)
運
心
供
養
=
D

と
小
異

・
C

真
言
(
6
)
臓
悔
=
五

悔

・
九
方
便
真
言
(
7
)
帰
依
=
D

と
小
異

・
九
方
便
真

言
(
8
)
発
菩
提
心
"
五
大
願

・
菩
提
心
真
言
(
9
)
問
遮
難
=
D

の
略
抄
(
1
0
)

請

師
=
G
(
1
1
)

掲
磨
(
1
2
)

四
重
戒
=
H
(
1
3
)

十
重
戒
=
D
(
1
4
)

仏
性
三
摩
耶
真
言
=

D
(
1
5
)

発
生
本
覚
菩
提
心
真
言
=
D
(
1
6
)

発
本
覚
種
智
心
真
言
=
D
(
1
7
)

入
秘

密
曼
茶
羅
真
言
=
D
(
1
8
)

啓
白
受
持
仏
性
戒
之
由
=
野

沢
通
用
式
(
7
4
)

に
似

る
、
小
異
(
1
9
)

仏
名
(
2
0
)

廻
向
と
い
う
も

の
で
、
C

に
よ
ら
ず
に
、
A
の
九

方
便
真
言
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
又
前
半
は
D

に
依
る
と
思
わ
れ
る
も

の
の
文
章
的
に
手
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
D
そ

の
ま
ま
で
は
な
い
。
又

(
6
)
は
金
剛
界
五
悔

の
偶
文
と
な

っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
金
剛
界
礼
繊
或
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(
9
)

は
蓮
華
部
心
軌
に
拠

っ
た
も
の
か
。
又
(
1
1
)

は
撮
避
羅
紗
に
依
る
と
G
で

あ
る
と
さ
れ
る
が
、
D
よ
り
も
更
に
密
教
化
が
進

め
ら
れ
て
い
る
も
の

の
、
基
本
的
に
は
D
と
同
様

に
天
台
系
の
菩
薩
戒
儀
に
基
づ
く
も

の
と

言
え
る
。
但
し
G
は
入
唐
八
家

の
請
来
録
等
に
見
え
ず
、
何
時
誰

の
請

来
か
不
明
。

3
新
撰
式

は
2
具
支
式
を
更
に
詳
細
に
し
た
も
の
で
戒
体

部
分
は
全
同
。

4
道
教
式
5
頼
喩
式
6
教
舜
式
も
外
礒
に
多
少

の
相
違

(
1
0
)

は
見
ら
れ

る
が
、

3
に
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
1
益
信
式
は
前
半

の
外
礒
に
相
違
が
見
ら
れ
、
戒
体
部
分
で
は
(
3
)
が
異
な
り
、
(
6
)
が
五
悔

で
は
な
く
九
方
便
偶

の
一
部
と
な

っ
て
い
る
。
又
(
5
)
も
同
じ
D
か
ら
の

引
用
で
あ
る
が
、
引
用
箇
所
が
異
な
る
。
(
1
0
)

掲
磨
授
戒
も

2
と

異

な

り
、
D
や
V
潅
頂
三
昧
耶
戒
に
も
近
い
が
、
VI
秘
密
三
昧
耶
仏
戒
礒
に

全
く
同
じ
。
又
(
1
3
)

の
後
に
紹
法
宝
の
一
文
を
置
く
が
こ
れ
も
VI
に

一
致

す
る
。
そ
し
て
1
は
こ
こ
迄
で
終
り
、
巻
末
に
延
喜
元
年
十
二
月
十
三

日
の
日
付
が
在
り
、
益
信
が
寛
平
法
皇
に
潅
頂
を
授
け
た
時

の
も
の
と

思
わ
れ
る
。
即
ち
こ
こ
で
寛
平
法
皇
は
益
信
式
に
依

っ
て

潅

頂

を
受

け
、
宗
叡
式
を
以
て
真
寂
親
王
に
潅
頂
を
授
け
て
い
る
事
と
な
り
、
通

用
式
系
と
具
支
式
系
の
両
方
を
同
時
に
持

っ
て
い
た
事

に
な
ろ
う
。
次

に
7
結
縁
式
は
金
胎
別
式
の
為
に
(
1
)
と
(
2
)
が
ど
ち
ら
か

一
方

の
み
で
あ

り
、
然
も

こ
れ
を
(
3
)
の
後
に
置
く
。
又
(
1
3
)

の
後

に
1
と
同
じ
く
V
Iの
紹

法
宝
の
文
を
置
く
が
、
他
は
2
と

一
致
す
る
。
或
は
VI
の
方
が
7
に
拠

っ
た
も
の
か
。
具
支
式
系
は
伝
法
潅
頂
に
は
醍
醐
三
流
に
3
を
用
い
る

の
み
で
、
他
流
に
は
用

い
ら
れ
な
い
が
、
結
縁
潅
頂
に
は
通
じ
て
醍
醐

根
本
の
本
を
用

い
る
と
し
て
、
具
支
式
系

の
7
を
用
い
る
。
密
教
大
辞

典
に
依
る
と
結
縁
式
に
は
源
仁

・
観
賢

・
寛
空

・
寛
朝

・
覚
法
親
王

・

守
覚
親
王

・
成
賢
作
等

の
も

の
が
在
り
、
大
同
小
異
と
さ
れ
る
。
実
物

未
見

の
為
確
か
な
事
は
解
ら
な
い
が
、
源
仁
の
式

が
今
の
7
と
同
じ
で

あ
れ
ば
、

具
支
式
系

の
成
立
も
か
な
り
古
い
事

と
な
ろ
う
。
或

は
宗
叡

式
よ
り
古

い
事
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
場
合
、

具
支
式
系
が
伝
法

・

'結
縁
潅
頂
通
用
式
で
あ

っ
た
も
の
が
、
宗
叡
式

の
成
立
に
よ
り
伝
法
潅

頂
に
は
通
用
式
系
が
用
い
ら
れ
る
様
に
な
り
、

具
支
式
系
は
結
縁
式
と

し
て
の
み
残
り
、
具
支
式

・
新
撰
式
の
成
立
に
拠

っ
て
醍
醐
に
於
て
の

み
伝
法
潅
頂
に
も
用
い
ら
れ
続
け
た
の
で
は
な

い
か
。
確
実
な
証
拠
は

無

い
が
、

一
つ
の
可
能
性
と
し
て
は
そ
の
様
な
事
も
考
え
ら
れ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

III
天
台
式
系
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
1

承

澄
式

(阿
娑
縛
鋤
第

(
1
7
)

七
三
摩
耶
戒
礒
)
2
天
台

の
現
行
式

(三
摩
耶
戒
私
記
)
等

が

在

る
。
大

森
真
応
氏
に
依
る
と
円
仁
の
随
要
記

・
皇
慶
の
随
要
私
記

・
長
宴

の
随

要
秘
記
と
い
う
も
の
が
在
る
様
で
あ
る
が
未
見
。

此
等
の
1
2
或
は
V

と
の
関
係

は
不
明
で
あ
る
が
2
現
行
式
は
皇
慶

の
式
に
依
る
も

の
と
さ

れ
る
。
又
円
仁
の
作
と
さ
れ
る
随
要
記
は
V
と

は
異
な
る
も

の

の
如

く
、
金
胎
が
別
と
な

っ
て
お
り
、
後
に
述
べ
る
玄
静
の
金
胎
の
式
と
そ

の
項
目
が

二
致
す
る
様

で
あ
る
。
又
1
と
2
と

は
小
異
は
在

る

も

の

の
、
殆
ど
同

一
で
あ
る
。
戒
体
は
(
1
)「夫
欲
超
有

流
海
-
」
=
V

の
序

(2)

(乞
戒
偶
)
(
3
)
阿
閣
梨
の
語
=
B
・
A
c

帰
命
啓
請
=
D
V
・

九
方
便

三
昧
耶
戒
礒
を
め
ぐ

っ
て

(
苫
米
地
)
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三
昧
耶
戒
礒
を
め
ぐ
っ
て
 (苫
米
地
)

真
言
(
5
)
運

心
供
養
=
D
V
・

九
方
便
真
言
(
6
)
臓
悔
諸
罪
=
D
V
・
九

方

便
真
言
(
7
)
帰

依

三
宝
=
V
D
(
8
)三
寛
=
(
天
台
の
菩
薩
戒
義
に
類
似
)
・

C
真
言
(
9
)
発
菩
提
心
H
B

・
D

・
発
菩
提
心
真
言
(
1
0
)

略
問
遮
難
=
D
・

「
或
依
勝
義
諦
-
」
(
1
1
)

掲
磨
受
戒

(阿
閣
梨
啓
白
)
=
G
I
(
1
2
)

三
聚
浄
戒
掲

磨
(
1
3
)

求
聖
加
護
11
水
尾
金
胎
三
式
(
1
4
)

修
四
摂
行
=
D
V
V
I
(
1
5
)

浄
除
四
障

=
V
VI
(
1
6
)

応
修
四
律
儀
=
V
M
(
1
7
)

四
波
羅
夷
=
V
(
1
8
)

十
重
戒
=
D
V
V
I

(19)
紹
法
宝
=
V
(
2
0
)

廻
向
発
願
と
い
う
も
の
で
、
他
か
ら
の
引
用
も
在
る

が
殆
ど
D
と
V
に
一
致
し
て
い
る
。
又
(
4
)
-
(
9
)

に
就
い
て
は
V
は
D

の

引
用
で
あ
る
か
ら
、
即
ち
天
台
式
系
の
戒
体
は
V
を
基
に
九
方
便
真
言

及
び
そ
の
他
の
項
を
付
加
し
た
も
の
と
言
え
る
。
又
こ
こ
で
も
九
方
便

真
言
が
用

い
ら
れ
る
が
、

こ
れ
が
具
支
式
系
等
の
後

の
東
密
か
ら
の
影

響
で
な
い
と
す
る
と
、
九
方
便
真
言
依
用
の
古
態
で
あ
る
事
が
考
え
ら

れ
、

こ
れ
が
空
海
迄
遡
れ
る
可
能
性
も
在
り
得
、
即
ち
具
支
式
系

の
古

形
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
或
は
逆
に
具
支
式
系
が
天
台
式
系

の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
よ
う
。

W
そ

の
他
。

こ
の
グ
ル

一
プ
中
、
先
づ
玄
静

の
1
水
尾
金
三
式

(入

曼
茶
羅
受
三
昧
耶
戒
行
礒
金
剛
界
)
2
水
尾
胎

三
式

(入
曼
茶
羅
受
菩
薩
戒

行
礒
胎
蔵
界
Y
の
戒
体
は
1
が
(
1
)
阿
閣
梨
表
白
(
2
)
浄

除

三
業

H
浄
三
業

真
言
(
3
)
帰
命
啓
請
=
D
・
C

真
言
(
4
)
運
心
供
養

H
D

・
庵
字
真

言

(普

賢
軌
)
(
5
)
戯
悔
諸
罪
=
B
・
九

方
便
真
言
(
6
)
随
喜
功
徳
"
B

・
九
方

便

真
言
(
7
)
帰
依
三
宝
=
B
・
C

真
言
(
8
)
発
菩
提
心
=
B
・
D
・

発
菩
提
心

真
言
(
9
)
問
遮
難
11
D
(
1
0
)

請
戒
師
H
G
II
(
1
1
)

掲
磨
授
戒

(阿
閣
梨
啓
白
)
瓢

G
I
(
1
2
)

三
聚
浄
戒
掲
磨
=
(
授
戒
心
地
秘
訣
)
(
1
3
)

求
請
加
護
=
I
I
I
(
1
4
)

修
四

摂
行
H
D
(
1
5
)

十
善
法
戒
H
D
(
1
6
)

廻
向
発
願
。
そ

し
て
2
が
(
1
)
阿
閣
梨
表

白
(
2
)三
帰
=
H
(
義
釈
)
・
九
方
便
偶

・
真
言
(
3
)戯
悔
先
罪
=
九

方

便

偶

・
真
言
(
4
)
発
菩
提
心
=
九
方

便
偶

・
菩
提
心
真
言

・
B

・
D
(
5
)
運
心

供
養
=
D
・

九
方
便
真
言
(
6
)
問
遮
難
H
H
(義
釈
)
(
7
4
)

四
摂
=
D
(
8
)請
戒

師
=
G
I
I
I
(
9
)

掲
磨
授
戒
=
A
(
1
0
)

阿
閣
梨
啓
白
=
G
I
(
1
1
)

求
請
加
護
=
I
I
I

(12)
十
善
戒
=
A
・
H
(
義
釈
)
(
1
3
)

三
世
無
障
碍
智
戒
=
A
(
1
4
)
四
重
禁
戒
(
1
5
)

四
不
破
戒
(
1
6
)

発
根
本
三
帰
依
心
(
1
7
)

授
戒
掲
磨
=
I
(
1
8
)

浄
除
四
障
聴
V
W

(19)
修
四
律
礒
=
V
M
(
0
2
)
十
重
禁
戒
=
H
(
義
釈
)
(
2
1
)

発
願
廻
向
と
な

っ
て

い
る
。
こ
こ
で
も
1
金
三
式
2
胎
三
式
共
に
C

で
は
な
く
九
方
便
真
言

を
用
い
て
い
る
。
又
1
で
は
D
と
共
に
B
が
引

か
れ
、

2
で
は
九
方
便

偶
が
そ
の
ま
ま
引
か
れ
る
。
又
1
の
(
1
0
)
(
1
1
)

と
2

の
(
8
)
(
1
0
)

で
は
G
が
引
か

れ
る
が
、

こ
れ
は
G
か
ら
直
接
か
I
I
を
経
由

し
た
も

の
か
不
明
。
更

(
1
2
)

に
撮
避
羅
砂
に
依
る
と
ー
の
(
1
2
)

は
授
戒
心
地
秘
訣

の
文
と
さ
れ
る
が
、

こ
の
書
は
善
無
畏
述

一
行
記
で
、
繊
避
羅
砂
に
依
る
と
小
異
あ
る
も
の

の

大
略
D
と

一
致
す
る
も
の
の
様
で
あ
る
。
又
1
の
(
1
3
)

と
2
の
(
1
1
)

は
I
I
I

(
1
3
)

と

二
致
す
る
が
、

2
の
(
1
8
)
(
1
9
)

が

「慈
覚
大
師

の
戒
儀
に
依

て
之

を

出

す
」
と
あ
る
の
と
合
わ
せ
て
、
天
台
系

の
戒
礒

の
影
響
を
受
け
た
も
の

か
。
九
方
便
真
言
を
用
い
る
点
は
I
I
I
I
I

に
近
い
が
、
I
I
I
I
I
I

の
ど
れ
と

も
異
な
る
式
文
で
あ
る
ゆ

次
に
3
桧
尾
式

(三
昧
耶
戒
作
法
桧
尾
)
実
慧

で
あ
る
。
真
言
宗
全
書

に
は
三
昧
耶
戒
作
法
般
若
寺
が
あ
り
観
賢
作
と
さ
れ
る
が
、こ

れ
は
桧
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尾
式
と
全
同
で
あ
り
別
式
と
は
言
え
な
い
。
本
式
は
(1)
阿

閣

梨

啓

白

「
啓
白
現
前
不
現
前
-
」

(2)
諦
浄
三
業
真
言
(3)
諦
普
礼
真
言
(
4
)
運
心
供

養
H
D

・
C
真
言
(5)
滅
罪
真
言
1-
C
真
言

・
「
胎
蔵
曼
陀
四
印
等

金

剛
界
会
五
部
尊
-
」

(6)
戯
悔
罪

(
問
遮
難
)
(
7
)
帰
依
三
宝
11

「
帰
依
仏

陀
無
上
尊

帰
依
達
磨
離
欲
尊

帰
依
僧
伽
衆
中
尊
」
(
8
)
発
菩
提
心
=

(
四
誓
願
y
E
M
(9)
請
師
=
毘
盧
遮
那
-
和
上

・
釈
迦
-
掲
磨
阿
閣
梨

・

弥
勒
レ
教
授

・
両
部
海
会
諸
如
来
-
証
戒
導
師

・
尽
虚
空
遍
法
界
諸
薩

睡
-
同
法
伴
侶

(1
0
)
求
請
加
護
(
1
1
)

三
昧
耶
戒
真
言
H
D
(
1
2
)

成
就
菩
提
心
真

言
=
D
(
1
3
)

菩
薩
行
位
真
言
=
D
(
1
4
)

速
証
大
菩
提
真
言
=
D
(
1
5
)

四
波
羅
夷

H
H
(
1
6
)

十
重
戒
=
D

と
い
う
も
の
で
、
(
1
1
)
-
(
1
6
)

に
D
或
は
H
を
引
く
も

の
の
、
前
半
は
A
-
H

の
ど
れ
と
も
異
な
り
、
外
儀
も
無
く
、
何
に
拠

る
も
の
か
不
明
。
そ

の
中
(
8
)の四
誓
願
は
E
に
依
る
が
、
他
に
見
ら
れ

ず
、
大
日
経
開
題

(隆
崇
頂
不
見
)
と
E
を
そ
の
ま
ま
引
く
W
に
見
ら
れ

る
の
み
で
あ
る
。
四
誓
願
は
大
日
経
開
題
で
偶
の

一
部
が
前
後
入
れ
代

り
、
3
の
順
序
は
E
に

一
致
す
る
が
、
文
章
的
に
は
3
は
大
日
経
開
題

と
同

一
で
あ
り
、
E
よ
り
整
理
さ
れ
た
も

の
と
な

っ
て
い
る
。
大
日
経

開
題
が
空
海
真
撰
で
あ
れ
ば
3
の
四
誓
願
は
大
日
経
開
題
或
は
空
海
の

手
を
経
由

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
又
3
は
奥
書
に
依
る
と
承
和
十

一
年
実
慧

の
表
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
胎
蔵
界
潅
頂
の
三
昧
耶
戒
式
と
さ

れ
、
と
す
る
と
現
存
す
る
最
古

の
式
と
な
る
が
、
他
の
式
文
と
全
く
異

り
、

こ
れ
が
空
海
当
時

の
三
昧
耶
戒
式

の
姿
を
示
す
も
の
か
否
か
、
又

何
故
に
C
D
等
に
依
拠
し
な
い
の
か
不
明
で
あ
る
。
3
の
問
題
に
就
て

は
更
に
他
日
を
期
し
た
い
。

他
に
西
大
寺
叡
尊
式

・
子
島
真
興
式
等
が
あ

る
と
さ
れ
る
が
未
見
。

尚
、
東
寺
宝
菩
提
院
聖
教

マ
イ
ク
ロ
フ

イ
ル
ム
の
閲
覧
を
快
く
御
許

可
下
さ

っ
た
大
正
大
学
史
学
研
究
室
主
任
教
授
玉
山
成
元
先
生
の
御
厚

意
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

1

拙
論

「『秘
密
三
昧
耶
仏
戒
礒
』
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」
(近
く
発
表
の

予
定
、
同

「『秘
密
三
昧
耶
仏
戒
儀
』
を
め
ぐ

っ
て
」
(智
山
学
報
38
輯
昭

64
予
定
)

2

註
1
の
拙
論
参
照

3

大
正
18
・
頭
受
菩
提
心
戒
礒
の
脚
註
参
照

4

日
仏
全
52
・
3
2
6

下
-
3
2
7
上

5

東
寺
宝
菩
提
院
聖
教
67
函
10
号

6

宝
菩
提
院
聖
教
22
函
26
号
に
永
和
四
年
賢
宝
書
写
の
ー
の
1
宗
叡
式

・

2
法
皇
式

・
1
の
1
益
信
式
の
三
巻
が
所
在
す
る
。

7

五
誓
願
は
胎
蔵
備
在

・
石
山

・
貞
観
寺
次
第
等
に
見
ら
れ
、
経
軌
の
説

で
は
な
い
と
さ
れ
る
が
、
E
の
四
誓
願
に
五
大
願
よ
り

「誓
願
奉
仕
一
切

仏
」
の
一
項
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
四
誓
願
は
通
常
の
四
弘
誓
願

と
は
異
な
り
、
空
海
の
大
日
経
開
題

(隆
崇
頂
不
見
)
や
桧
尾
式
、
秘
密

三
昧
耶
仏
戒
礒
等
に
見
ら
れ
、
E
を
請
来
し
た
空
海
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
五
大
願
程
に
は
弘
ま
ら
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。

8

続
豊
全
7
・
4
0
4

下

9

日
仏
全
52
・
3
4
6

下
-
3
4
7
上

10

註
6
参
照

1
1
国
訳
聖
教
大
系
台
密
部
第
四
巻
1
-
7
9頁
参
照

12

日
仏
全
52
・
鵬
下
-
3
3
9
上

13

真
全
27
・
28
上
-
下

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>

三
昧
耶
戒
、
授
戒
礒
式
、
野
沢
通
用
式
、
具
支
潅
頂
礒

式
、
天
台
三
摩
耶
戒
私
記

(大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
研
究
員
)

三
昧
耶
戒
儀
を
め
ぐ
っ
て
 (苫
米
地
)
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